
 

 

- 1 - 

 

第３回 北海道新幹線札幌延伸推進会議  
 
 

１ 開催日時 令和８年１月 17日（土）14：30～16：00 
２ 開催場所 札幌グランドホテル 東館３階 玉葉 

  ３ 出 席 者 別紙「出席者名簿」のとおり 
 ４ 会議内容 
 
（１）開会 
（北海道新幹線担当局長） 

   ただ今から、「第３回 北海道新幹線札幌延伸推進会議」を開催させていただきます。 

開会にあたりまして、鈴木知事よりご挨拶申し上げます。 
 
（２）開会挨拶 
（知事） 

    皆様におかれましては、ご多忙の中、また休日にもかかわらずお集まりいただき、 

感謝申し上げます。 

本日は、国土交通省鉄道局より五十嵐局長が、そして鉄道・運輸機構より藤田理事 

   長にご出席いただいております。大変ご多用の中でのご出席、御礼申し上げます。 

     北海道新幹線の札幌延伸の事業費については、先月 19日、鉄道・運輸機構が、現 

   時点で最大で１兆２千億円の事業費の増加のおそれがあることを国土交通省に報告 

   され、国土交通大臣からは、報告の内容を踏まえ、鉄道局及び鉄道・運輸機構に対し、 

有識者会議での事業費の精査を始め、関係者への丁寧な説明など今後の対応について 

指示があったところでございます。 

本日の会議におきましては、この度の報告内容などにつきまして、鉄道・運輸機構 

及び鉄道局より詳細をご説明いただくとともに、今日お集りの地元関係者の皆様か 

ら、この度の報告を踏まえた地域としての受け止め、懸念などについてご発言をいた 

だく予定でありますが、地域の立場としては、新たな開業時期が判然としない中で、 

事業費が増嵩するという事実だけが先行していることについて、誠に遺憾であるとと 

もに、その地方負担におきましても大きな懸念を抱かざるを得ません。 

こうしたことに加え、開業の遅れに伴い、沿線のまちづくりや地域経済の活性化な 

どに影響が生ずることは明白でありますことから、五十嵐局長及び藤田理事長におか 

れましては、地域の切実な思いをしっかりと受け止めていただくようお願いします。 

       本日は、限られた時間ではありますが、忌憚のないご意見をいただき、有意義な会
議にしたいと考えていますので、何卒よろしくお願い申し上げます。 
  

（３）出席者紹介 
（北海道新幹線担当局長） 

本日の出席者につきましては、時間の関係もありますので、お手元にお配りしてお
ります出席者一覧をもちまして、紹介に代えさせていただきます。 

 
（４）議事１ 鉄道・運輸機構説明 
（北海道新幹線担当局長） 

それでは、議事にはいります。はじめに鉄道・運輸機構の藤田理事長様より「北海
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道新幹線（新函館北斗・札幌間）の工事の進捗状況及び事業費について」ご説明をお
願いします。 

 
（鉄道・運輸機構 理事長） 

    鈴木知事はじめ沿線自治体の首長の皆様、経済団体の皆様には北海道新幹線札幌延 
伸事業に対し、一方ならぬご協力、ご理解いただき、誠にありがとうございます。 
さて、私からは、最近の工事の状況と事業費の状況についてご説明いたします。  
 

   ＜資料１-１北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の工事の進捗状況＞ 
 
まず、最近の工事の状況について簡単にご説明します。資料１－１をご覧ください。 

資料１－１は、毎月公表している月報の最新版、１月分です。 
１ページ目はトンネルの状況を示したものです。４月の推進会議以降、後志トンネ 

ル塩谷工区、内浦トンネル静狩工区、渡島トンネル上ノ湯工区、上二股工区の掘削が 
完了し、トンネル全 40工区のうち、掘削が完了した工区は 25工区となりました。現 
在、全体の掘削率は 90％でございます。この表の中で青丸で示した工区では工事が 
順調に進捗しています。他方で札樽、羊蹄、渡島、この３トンネルにつきましては、 
月によって黄色の丸が付いています。これは想定を下回る進みでございます。そうい 
った月もございます。３トンネルの状況については後ほどご説明いたします。 

２ページ目でございますが、いわゆる高架橋などの明かり工区の進捗状況でござ 
います。明かり工事でも一部の工区で、地質等の状況による追加工事を強いられる、 
あるいは生コン等の資材調達に苦労するといった状況が生じております。 

３ページ目は、土木工事が終わった箇所から順次着手しております軌道工事、土木 
設備の上にレールを敷設する工事の進捗状況でございます。一部の区間におきまして、 
レールの溶接、あるいは基準器の設置などの工事が始まっています。 
４ページ目から６ページ目は、進捗状況の写真を載せています。 
７ページ目をご覧いただきたいと思います。地質不良が続いております渡島トンネ 

ル台場山工区の状況でございます。これから掘削する区間の地質状況を早期に把握し 
たいということで、随時、水平方式の長尺ボーリングを行っております。中央の縦断 
図の右側の方に赤枠で示している棒のような図がございますが、先月まで隣接する天 
狗工区側から長尺ボーリングを行いまして、終点方約 610mの区間を調査することが 
できました。ボーリング自体は順調に進んでいますけれども、調査結果の詳細は分析 
中でありまして、未掘削区間の地質の全容を把握するには至っておりません。 

８ページ目は羊蹄トンネルの状況でございます。まず、中央の縦断図をご覧いただ 
きますと、左側の有島工区でございますが、シールドマシンは昨年７月に中間立坑に 
到達しました。現在、左下の写真にお示ししていますようにシールドマシンの刃ビッ 
トの点検・交換を進めています。昨年 10月の月報でご報告したとおり、その過程で、 
シールドマシンのビットを取り付けるカッタースポークの損傷が確認されましたの 
で、その修復を行っております。これまでの掘削の中で稼いだ余力がございますので、 
修復を行ったとしても、再発進は当初の予定どおり今年の夏頃を予定しております。 
また、一定の大きさの岩塊の存在が確認されております区間の掘削といたしまして、 

左側に四角で囲っております区間Ａの②のところでございます。地上からの岩塊の撤 
去を進めております。右側の区間Ａの⑤については、到達立坑からの岩塊撤去を進め 
てきたところでございます。現在、到達立坑での作業としましては、比羅夫工区側か 

らのシールドマシンが到達するための準備工事を行っているところでございます。 
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９ページ目は、札樽トンネル札幌工区の状況です。発進立坑から札幌駅に向かって、 
約 1,550mの掘削が完了しております。 
10ページ目に写真がございますが、これまでの掘削で想定以上にシールドマシン 

のビットの刃が摩耗していることが判明をいたしました。現在、掘進を停止して、ビ 
ットの点検・交換を実施しております。ビットの摩耗原因については現在調査中でご 
ざいますけれども、その結果を踏まえて必要な対策を講じながら掘削を進めてまいり 
たいと考えております。 
以上、説明いたしましたとおり、工程上のクリティカルとなっております札樽、羊 

蹄、渡島の３トンネルについては、厳しい状況を脱しておりません。それから、明か 
り区間につきましても、一部工区で地質等の状況による追加工事を強いられたり、生 
コン等の資材調達に苦労するといった状況が生じておりまして、工区によっては工程 

に余裕がなくなりつつあり、そういった所もございます。引き続き、困難な状況が続 
きますけれども、皆様にご協力いただきながら、一日も早い完成・開業に向け、最大 
限の努力を傾注してまいりたいと考えております。 
 

   ＜資料１-２ 北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の事業費について＞ 
 

続いて事業費の状況についてでございます。資料１－２をご覧ください。これは与 
党ＰＴの説明と重複いたしますけれども、改めてご説明させていただきます。 
表紙をめくっていただきまして、２ページ目の全体の概要でございます。昨年３月 

の有識者会議報告書におきまして、「足下の物価高騰、工程遅延や工程短縮策の実施 
等が事業費に与える影響について、工事の進捗と併せて注視すること」と指摘された 

ことなどを踏まえまして、事業費の精査を進めてまいりました。 
事業費の精査にあたっては、具体的な完成・開業時期を前提に置く必要があります 

が、これにつきましては、昨年３月に有識者会議の報告で完成・開業時期の見通しと 
して示された 2038年度末という時期に置いております。試算の開業時期につきまし 
ては、昨年４月の推進会議において、トンネル貫通の目途が立つには、具体的にはそ 
の時点の想定で３～５年後に具体的にお示しできると説明したところでございます 
けれども、その状況には現時点で変わりがないとご理解をいただければ幸いでござい 
ます。 
事業費の精査作業の結果、昨年 12月に、事業費の見込みは、現行の認可額約２兆 

3,000億円に対しまして、想定を上回る工事資材価格等の上昇や地質不良等への対応 
のため、現時点の想定では最大 1.2兆円の増加のおそれがあるという結果が出たとこ 

ろでございます。 
これを受けまして、関係の皆様との適時適切な情報共有に向け、また、現時点の見 

通しでは、2027年度には契約額が認可額を超える可能性があり、一日も早い完成・開 
業に向け事業を止めないためには、早急な対応が必要であるという判断のもと、直ち 
に国土交通省に報告し、本日、皆様にご説明させていただくものでございます。 
私どもといたしましては、国土交通省の指導のもと、事業費にかかる有識者会議で 

の議論にしっかり対応しながら、事業費の縮減に努め、北海道新幹線の一日も早い完 
成・開業を目指して最大限の努力を続けてまいりたいと思います。 
３ページ目以降が、事業費に関する精査結果の具体的な内容でございます。３ペー 

   ジ目は総括表ですが、事業費につきましては、１．工事資材価格等の上昇による影響、 
２．予期せぬ自然条件への対応、３．関係法令の改正等への対応、４．関係者との協 

議等への対応、５．工程短縮策等の実施、の５項目に整理してございます。それぞれ 
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右側に概算額を幅をもって示しておりますけれども、それぞれの項目の最大値を足し 
合わせると 1.2兆円になるということでございます。 
以下、４ページ以降でそれぞれの項目の詳細について簡単にご説明をさせていただ 

きます。 
まず４ページ目、「工事資材価格等の上昇による影響」についてでございます。令 

和５年３月の変更認可時点では、その後の期間の建設デフレーターの上昇は 2.0％と 
見込んでおりました。青い点線で示しているところでございます。ところが、実績は 
赤の実線で示しておりますけれども、令和４年度は 9.0％、令和５年度は 4.8％と、 
2.0％に比べて大幅に上振れています。直近の令和６年度の実績は 2.4%と落ち着く傾 
向にありますので、今後の建設デフレーターの上昇は前回同様 2.0％と見込んでおり 
ますけれども、令和４年度、令和５年度の実績に対する大幅な上振れの影響が大きな 

要因となりまして、5,000～5,500億円程度の増額を見込んでおります。 
５ページ目、「予期せぬ自然条件への対応」ですが、昨年度も、渡島トンネルや羊 

蹄トンネルにおいて、地質不良や岩塊の出現等により苦労していることをご説明した 
ところですが、これらの対応のため左下に示しますように、追加的な工事が必要にな 
っております。また、右下に示しますように、高架橋などの明かり工事においても、 
地質不良による基礎の工事方法の変更等が生じており、これらの影響により 2,000～ 
2,500億円の増額を見込んでおります。 
６ページ目の上段、「関係法令の改正等への対応」ですが、労働時間規制に伴う工 

程の長期化による建設機械の配置期間等の長期化、あるいは、国の積算基準の改正な 
どの影響により、1,000～1,500億円の増額を見込んでおります。 
また、下段の「関係者との協議等への対応」ですが、左下の図のように、施設管理 

者との協議によって道路を跨ぐ橋の工事方法の変更の必要が生じたり、あるいは、右 
下のように仮設ヤードの位置変更に伴って防音設備の追加が生じており、これらの影 
響により、1,000～1,500億円の増額を見込んでおります。 
７ページ目、「工程短縮策等の実施」ですが、一日も早い北海道新幹線の完成・開 

業に向け工程短縮にも取り組んでおり、中段にお示しするようなトンネルの２方向へ 
の同時掘削や、下段にお示しするような、通常はコンクリート作業を行わない厳冬季 
にもコンクリート作業を行うための設備の追加などの影響により、500～1,000億円 
の増額を見込んでおります。 
繰り返しになりますが、私どもといたしましては、国土交通省鉄道局からの指導の 

もと、事業費に関する有識者会議における検討に真摯に対応するとともに、今後とも、 
皆様にご理解とご協力いただきながら、事業費の縮減に努めつつ、北海道新幹線の一 

日も早い完成・開業を目指し、最大限の努力を続けてまいります。 
 

（北海道新幹線担当局長） 
  藤田理事長様ありがとうございました。 
  続きまして、国土交通省鉄道局 五十嵐局長様より「国土交通省の対応」についてご
説明をお願いします。 

 
（５）議事２ 国土交通省説明 
（国土交通省 鉄道局長） 
  五十嵐です。お世話になっております。 
鈴木知事におかれましては、本推進会議、数えて３回目になりますが、ご対応いただ

きありがとうございました。また、今日は土曜日というお休みの日にちも関わらず、
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沿線自治体の皆様方、それから経済団体の皆様方、道議会の先生方にもお集まりいた
だきまして、ありがとうございました。御礼申し上げます。 
さきほど藤田理事長の方からご説明がありました、北海道新幹線の事業費に関して、

今後の鉄道局の方での対応をご説明申し上げます。なお、年末に公表いたしました以
降、それぞれ事務方のレベルからも同様の内容をご説明差し上げていると思います。
それから先ほどの与党ＰＴとほとんど濃さは変わりませんけれども、改めて正式にこ
の場で私の方からご説明させていただきたいと思っています。 

 
＜資料２－１ 金子国土交通大臣コメント＞ 
資料２－１をご覧ください。 
これは昨年12月19日に、先ほど藤田理事長からご報告があった内容につきまして、

鉄道局に報告が上がった直ちに金子大臣に報告をし、金子大臣からご指示をいただい
たものです。ご覧ください。中段にありますとおり４項目、大臣から鉄道局に対して、
鉄道・運輸機構と連携し、取り組むよう指示がありました。 
 
・現時点の開業見通しには相当程度の不確実性が残ることに留意しつつ、有識者の
知見も頂きながら、改めて事業費の精査を行うこと。 

・その際、開業時期に影響を与えない範囲で事業費を縮減する方策についても検討
すること。 

・沿線自治体等の関係者に対して、事業費が増加すると鉄道・運輸機構が見込んだ
理由や、鉄道局が行う事業費の精査の状況について、丁寧な説明を行うこと。 

・引き続き、沿線自治体、営業主体であるＪＲ北海道等の関係者と一丸となって、

一日も早い完成・開業を目指すこと。 
以上の 4点です。 

 
これらの指示を確実に実行し、機構とともに、北海道新幹線の着実な整備、一日も

早い完成・開業に全力で取り組んでまいりたいと思っております。 
１点目につきましては、早速、昨年末の 12月 26日金曜日に、有識者の方々にスケ

ジュールを無理をお願いしてお集まり頂き、有識者会議を開催いたしました。早速、
事業費の精査に着手しているところです。その中では、事業費の精査の前提として、
工事の進捗状況についても確認され、完成・開業は概ね 2038年度末頃の見通しである
こと自体には変更がないことが確認されております。 
また、今回、機構において事業費が増加すると判断した要因の多くにつきましては、

令和４年の有識者会議報告書において、その時点の現在という意味ですが、「現在、見
通すことは困難であるものの、今後発生の可能性があり、状況によっては事業費等に
影響を及ぼし得るリスク」として指摘されていたリスクに関するものであることが確
認されております。 
指示の２点目の事業費の縮減方策につきましては、来週 20 日火曜日に開催を予定

しております有識者会議において、検討に着手する予定です。 
３点目の丁寧な説明につきましては、正に今日お開きいただきましたような推進会

議の場や個別の説明等、様々な機会を捉えて、引き続きご説明に努めてまいりたいと
考えております。 
４点目の一日も早い完成・開業は、この場にいる皆様の総意と承知しております。

この皆様と同じ気持ちになりまして引き続き、一丸となって取り組んでまいりたいと

思います。 
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これが大臣コメント資料２－１に対する説明になります。 
 

＜資料２－２ 整備新幹線等に係る令和８年度予算案＞ 
＜資料２－３ 令和８年度 整備新幹線事業費線区別配分＞ 
続いて、足元令和８年度の事業に影響する予算についてのご説明です。Ａ３の資料

の資料２－２をご覧ください。令和８年度の整備新幹線関係予算案と事業費の線区別
配分となります。資料２－３もあわせてご参照ください。 
年末に事業費に関する鉄道・運輸機構から国交省への報告を受けて、同日付で鈴木 

知事からもコメントをいただいております。その中で、「まずは令和８年度において必
要な予算の確実な確保をすること」が求められてございました。これは私も言われる
までもなくやらなければいけないと決意しているところを、後ろからポンと押してい

ただきまして、ありがとうございました。最終的な予算折衝の関係の中で、この規模
の事業増が出たという中にもかかわらず、所要の額がしっかり確保できたのは、皆様
方のサポートもあったおかげだと思っております。どうも、ありがとうございます。 
昨年末に閣議決定された予算案においては、全体で事業費 3,489 億円、国費は 804

億円を計上しております。このうち、北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）につきま
しては、事業費の大半となる 3,360億円を配分することとしており、令和８年度にお
いて必要となる事業費は確保できていると考えております。 
なお、今回の事業費増加に伴って必要となります財源措置につきましては、有識者

会議での事業費の精査を踏まえ、令和９年度の予算編成過程で検討する予定としてい
るところです。 
年末に知事が発出されたコメントつきまして更に言及させていただきますが、その

中で「我が国の成長戦略において大きな役割を果たしていくためにも、北海道と本州
を結ぶ輸送の主軸となる北海道新幹線の整備が必要不可欠」と記載されております。
この思い、我々と全く共通ですし、この場におられる皆様全員の総意だと認識してお
ります。今後も様々な課題、厳しい局面に対処しなければならないこともあろうかと
存じますが、こうした認識のもと、鉄道・運輸機構とともに、一日も早い開業を目指
して北海道新幹線の整備に最大限努力してまいる所存です。 
私も先ほど、与党ＰＴの先生方と桑園のトンネル工区を拝見させていただきました。

それからじつは秋にも、それぞれ難工事と言われている、先ほど理事長からご説明が
ありました。トンネル工事の現場も拝見させていただきました。それぞれ現場では難
しい工事にしっかり取り組んでいただいておりますし、この文脈の中で、地域の皆様
とも連携、サポートを受けながら工事をしているということを実感してございます。

可能でありましたら、皆様におかれても再度、再再度、現場に足をお運び頂き、この
事業の困難性と、それから改めての必要性のご認識をいただいて、一緒に一丸となっ
て早期開業にご協力をいただければと思っております。 
私からの説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 
（北海道新幹線担当局長） 
 五十嵐鉄道局長様ありがとうございました。 
続きまして、北海道 加納副知事より「札幌開業の遅れに伴う影響調査の概要」に 

つきましてご説明をお願いします。 
 

（６）議事３ 道説明 

（北海道 副知事） 
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  副知事の加納でございます。私のほうから「札幌開業の遅れに伴う影響調査の概要」 
についてご説明させていただきます。着座にて失礼いたします。 

 
＜資料３ 札幌開業の遅れに伴う影響調査の概要＞ 
資料３をご覧ください。北海道新幹線の札幌延伸につきましては、昨年３月に国土

交通省の有識者会議におきまして、今後の開業見通しとして、現時点では、完成・開
業は概ね 2038 年度末頃が見込まれており、さらに数年単位で遅れる可能性があるこ
とが示されております。 
このことを踏まえまして、具体的な影響や懸念を幅広く網羅的に調査することとし、

この間、沿線や関係自治体及び経済・観光・運輸・建設業団体などの皆様方にご協力
をいただきながら、調査概要を取りまとめたところでございます。ご協力をありがと

うございます。 
その内容につきまして、まず１ページ目をご覧ください。資料は、「観光」「交通」 

「地方負担」「まちづくり」「地域経済」などの影響等が及ぶ分野を概括的に捉えつつ、
資料の左側上段に記載の「１ 早期に対応を要する事項」と、右側上段に記載の「２ 
中長期的な見極めが必要な事項」の区分として時間軸を念頭に置いた整理としている
ところでございます。 
その中で、「早期に対応を要する事項」といたしましては、現状において既に課題が

顕在化し、早期の対応を必要とするものでございまして、「観光」分野では、インバウ
ンドや個人旅行の需要が高まる中、オーバーツーリズム対策としての観光地の安全対
策、観光人材の育成及び滞在コンテンツの充実など受入環境を進める必要があること
をお示ししてございます。 

２点目の「交通」分野につきましては、小樽や倶知安等のインバウンド増によりま
して、在来線の混雑が状態化していることから、函館線の利便性を向上する必要があ
ること。 
また、地方部における公共交通利用者の減少や乗務員不足により、公共交通を取り

巻く環境が年々厳しさを増している中、新幹線開業までの間、地域交通の維持に向け
た支援が必要であること。 
３点目といたしましては、「地方負担」といたしまして、道も含めまして、駅設置市

町の財政状況が厳しい中、地方負担の可能な限りの軽減を図ることが必要であると考
えているところでございます。 
資料の右側に記載の「２ 中長期的な見極めが必要な事項」につきましては、現状

におきましては、今後生ずる懸念という観点から整理をし、中長期的な観点から影響

を見極める必要があるものとしており、７分野において 16 項目を整理してございま
す。 
２ページ目もご覧いただければと思います。これらは、先ほどの時間軸を踏まえつ

つ、主な分野別に具体的に整理したものでございます。 
「観光」分野につきましては、2030年度末の札幌開業で関東や東北からの交流人口

の増加を見込んでおりましたが、開業延期により効果が遅れることへの懸念などをお
示ししてございます。 
次に、「交通」分野でつきましては、開業時期が定まっていないことから、新幹線駅

からの二次交通を含め、新たな公共交通網のあり方を見極めることが出来ないことへ
の懸念などをお示ししております。 
３ページ目をご覧ください。「地方負担」では、駅前整備などの自治体が施工する駅

周辺工事における人件費や建設資材が高騰を続けており、地方負担が今後増加するこ
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とへの懸念などを示しております。 
右ほどの「まちづくり」分野では、新幹線駅周辺におきまして、駅前広場やアクセ

ス道路の事業計画の見直しが必要となり、地方負担が増えることへの懸念などをお示
ししております。 
下段の左側になりますが、「地域経済」分野では、開業延期により、民間投資や再開

発が進んでいかないことへの懸念などをお示ししております。 
最後に、右下の「ＪＲ北海道」でございますけれども、収支改善の遅れに伴う経営

自立への影響が懸念されるところでございます。 
以上、調査の概要につきまして、ご説明させていただきましたが、新幹線の開業遅

れが、道民の皆様、そして地域の皆様にとりまして大きな影響を及ぼすに至っている
ことを踏まえまして、これら一つ一つに対し、あらゆる策を講じながら、影響への対

応に取り組んでいくことの重要性につきまして、鉄道局及び鉄道・運輸機構の皆様に
ご理解頂ければ幸いと思っております。以上でございます。 

 
（７）意見交換 
（北海道新幹線担当局長） 

それではこれより、意見交換に入らせていただきます。国土交通省、鉄道・運輸機
構、道からの説明を踏まえまして、ご出席の皆様方から、地域の現状あるいはご要望
などにつきまして、ご発言を頂戴したいと考えてございますので、よろしくお願いい
たします。 
なお、本日多くの皆様からご発言を頂戴する関係上、ご発言時間につきましてご配

慮をよろしくお願い申し上げます。 

それでは最初に、沿線自治体から出席の皆様よりご発言をお願いいたします。札幌
市 秋元市長様、お願いいたします。 

 
（札幌市長） 

    札幌市長の秋元でございます。藤田理事長、五十嵐局長、ご説明をありがとうござ
います。これまで、沿線の自治体、駅設置市の皆さん同じだと思いますけれども、札
幌市におきましても、2030年度末の札幌延伸を見据えた形で、私どものまちづくり、
民間の投資ということを進めてきたところであります。そういった中で、すでにお話
をさせていただいておりますが、完成開業という時期が遅れる見通しである、このこ
とが発表され、さらに昨年 12 月には、最大で 1.2 兆円の事業費の増加のおそれがあ
るという公表がなされたところであります。令和５年３月の事業費の増加の際の、地

方負担ということについて、ここもまだ示されていないという状況にありまして、そ
の後に開業時期の遅れ、時期が示されていない中でのさらに地方負担の増加の可能性
が生じていると、大変遺憾であると思っております。こうした遅れによりまして、効
果として期待をしていたもの、この時期が先送りされる、さらに地方負担が増加する
ということになりますと、それぞれの自治体のまちづくりへの影響は極めて大きいと
言わざるを得ないわけであります。 

まず事業費についてでありますけれども、国に対しまして、更なる建設財源の確保 
も含めて、新たな地方負担が生じないよう、適切な措置を講じていただくことを強く 
お願い申し上げたいと思います。 
また、開業の遅れの影響を最小限にするため、先ほど、副知事の方からも影響調査 

の概要のお話をいただきました。こうした中で、影響を最小限にするために、まずは 

一日も早く完成・開業を目指していただくということに加えまして、幅広い分野での 
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国の支援について、お願いをしたいというふうに思います。 
昨年 11月に沿線自治体で構成いたします北海道新幹線建設促進関係自治体連絡協 

議会、こちらの方からも国、あるいは鉄道・運輸機構に要望させていただいたところ 
でありますけれども、改めて、この場をお借りして、要望させていただきたいという 
ふうに思います。 
交通施策におきましては、新幹線の二次交通利用者が見込めなくなる公共交通事 

業者への財政支援の拡充でありますとか、開業の遅れによりその重要性がより一層
高まってくる骨格道路等の広域交通ネットワークの整備促進をお願いしたいと思いま
す。      
まちづくりに関しましては、例えば札幌で言いますと、新幹線東改札口交通広場の

整備時期の見通しが中々立たない。都市開発においての新規事業の遅延、継続事業へ

の影響など、都心の再開発事業や民間投資の機運低下につながるおそれがありますの
で、事業を計画的かつ確実に推進するための十分な財源措置をお願いしたいと思いま
す。 
観光振興でありますとか、企業誘致への影響、既存商業施設、宿泊施設等で期待を

していた集客効果や収益、これが先送りをされるということになりますので、幅広い
分野での包括的な支援を改めて強くお願いをしたいと思います。私からは以上です。 
 

（北海道新幹線担当局長） 
続きまして、北斗市の池田市長様、お願いいたします。 
 

（北斗市長）  

  北斗市の池田でございます。まずは、冒頭に皆さんからお話のあったように、先月
に発表されました北海道新幹線の事業費増加に関しては、非常に大きな金額でありま
して、正直、ここまで上がるとは思ってもみませんでした。昨年３月の札幌までの開
業時期が概ね 2038 年度末頃の見込みであるという発表と合わせ、新幹線を利用した
観光需要や人の往来がコロナ禍前以上に回復している最中、本年３月 26 日には北海
道新幹線開業 10 周年を目前に控えたこの時期に、このような発表があったことを非
常に残念に感じているところであります。 
北海道新幹線は、札幌まで延伸してはじめてその効果を最大限発揮するものと考え

ており、それは民間企業も同様の考えであると思っております。実際に札幌開業の延
期を受け、新函館北斗駅前へ進出を検討していた企業が計画を見直す必要性に迫られ
るなど、多くの影響が出てございます。加えて、この度の事業費増加を見て、仮に地

元に追加の費用負担が発生すれば、新幹線に関係したまちづくりの計画が根本から崩
れてしまう可能性もございます。 
国におきましては、2038年度末より１年でも早い北海道新幹線の札幌開業を目指す

ことはもとより、事業費増加分の地元負担金が極力小さくなるよう、特段の配慮を、
今まで以上に強くお願いしたいと存じます。私からは以上です。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

    続きまして、小樽市の迫市長様、お願いいたします。 
 

（小樽市長） 
    小樽市長の迫でございます。発言の機会をいただきましてありがとうございます。 

当初想定できなかった事業費の増加に対しまして、新たな地方負担が発生しないた
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めの措置ですとか、幅広い観点からのさらなる建設財源の確保や財源措置の拡充によ
る地方負担の軽減につきまして、最大限の措置の検討をお願い申し上げます。 
また、先程加納副知事からもお話がありましたけれども、沿線自治体としましては、

新幹線の開業に合わせまして、駅周辺の駐車場や道路整備、駅の付帯施設の整備を行
うこととしておりますけれど、開業延期によりまして工事スケジュールを先送りせざ
るを得ない状況となっておりまして、地元の事業につきましても、資材価格の高騰や
人件費の上昇による事業費の増加による自治体財政への影響を懸念しているところで
ございます。 
建設負担金のほか、沿線自治体における新幹線関連事業費の増加による地方財政へ

の影響につきましてもご配慮をお願いしたいと考えております。 
一方で、新幹線の開業効果は、池田市長もお話しておりましたけれども、札幌延伸

によって初めて最大限に効果が発揮されると考えておりますので、可能な限りの工期
短縮策をお願いしたいと考えており、あわせて開業時期についてもできるだけ早い時
期にお示しいただきますようお願いを申し上げて私からの発言とさせていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、函館市の大泉市長様、お願いいたします。 
 
（函館市長）  

こうした機会をいただき誠にありがとうございます。 
昨年、札幌開業について 2038年度末頃の見込みであるとの話があり、これについて

は、工事の難しさを理解はいたしますけれども、非常に大きな落胆であることに変わ
らないところであります。幹線道路や空港の整備を始め幅広い支援について是非お願
いを申し上げたいと思います。 

  それから、何度もご発言がありますとおり、開業時期がはっきりしておりません。
先が見通せない不安を抱えた状況にある中で、事業費について最大 1.2兆円もの大幅
な増加のおそれがあると示されたことは、将来への不安にさらなる追い打ちをかける
話であります。 

  私どもとしては、遅れに伴う影響を最小限に抑えるべく様々お願いしているところ
でありますが、さらに今年は、北海道新幹線開業 10周年という節目の年ですので、新
幹線によるまちづくりの期待、機運醸成のチャンスと捉えていますものの、そうした
ことに水を差す残念極まりない状況・内容と言わざるを得ません。 

 これまでも繰り返し要望しておりますが、早期に開業時期を明示していただきたいと
いうこととともに、事業費増嵩による新たな地方負担が生じないための適切な措置を
強くお願い申し上げます。以上です。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、倶知安町の文字町長様お願いいたします。 
 
（倶知安町長） 

倶知安町文字でございます。どうぞよろしくお願いします。今までの首長様方から 
のお話がありましたとおり、開業が 2038年度頃になる話で、開業が８年遅れる、今か 
ら考えると 13年伸びるという話。その時間を大変重く受け止めているわけでありま 

す。住民の方々がこれまでの期待以上に、期待だけならば気持ちの問題なのでしょう 
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が、具体的な計画だとか、まちづくり推進のためには全部つっかかって、詰まってし 
まっています。そういった形で、今一生懸命頑張ってやっていてもこれから 10 年後、 
20年後の先の話になると、話が変わってくるといった状況の中で今日至っているとい 
うことを改めてご理解いただきたい。そういった大幅な遅延に対する住民理解の促進 
という意味で、個別具体になりますけれど、２点ほど要望させていただきたいと思い 
ます。 
それは、北海道新幹線開業までの繋ぎ列車の検討をお願いしたいということと、キ 

ャッシュレス化、10年あるので最新技術を取り入れて何とか走ってくれないだろうか 
と考えていますので、是非とも検討していただきたいということであります。 

  この繋ぎ列車のイメージは、かつてニセコエクスプレスが走っていた頃のように復 
 活するというのが理想的でありますが、それが無理であれば今の車両を使った中で、 

 停車駅を倶知安、小樽、札幌、新千歳に限定するなどの工夫をした中で運行すること 
 はできないだろうか。できれば通年、あるいは冬場だけでもそういうのがあるのとな  
 いのとでは全然違うと思っています。 

先程、与党ＰＴの中で話をしたとおり、８割方スキー場に来る客は外国人で占めら
れており、ほとんど車を持っていない。レンタカーを借りる方以外は公共交通を頼り
にする以外にない。そうした時に、全てが高級旅館・ホテルとは限らないが、最上階
にある 10 名ほど泊まれる部屋、１泊 300 万円や 400 万円と言われる部屋において、
１週間単位でないと予約ができない状況にあるお客さんがいるわけです。 
そういったお客さんはヘリコプターだとか乗用車で来るのではないかと思われるか

もしれませんが、そういった方々以外にも長期滞在のお客さんが多いわけでして、そ
の間、朝から晩までスキーに乗っているわけではありません。隣町や小樽、札幌に滞

在して日帰りで帰って行くお客さんもいますし、さらにはそれを支えるスタッフが冬
場だけで 3,000人近くいるということであります。そのような方々は３～４ヶ月町に
暮らすという形であります。そういった方々が小樽や札幌に行く際には、ＪＲやバス
を使わなければならないということであります。そういったことを考えると、冬場に
おいては臨時便的な発想が今後とも強くなるのかなと思います。 
さらに、北海道でまとめた資料にもありますが、中長期的には地域医療、医師の確

保という部分で、倶知安町には厚生病院という地域の先端病院があります。ここを利
用する患者さんは羊蹄山麓だけではなく、泊原発がある岩宇地区、さらには、南後志
から利用されている病院でありますけれども、そういった方々の健康を支えている病
院であります。そこの医師はやはりきつい。病院環境・職場環境としては選ぶことは
できるが、子どもたちの教育だとか、札幌から離れられないといった場合には、新幹

線を大変あてにしていたのです。札幌から 25 分で通勤できるものですから。それが
10年以上先になったということで、あてが外れてしまったなと。 
そういったところも含めて、快速便で、それでまかなえることができるのであれば、

それはカバーできるだろうと思っております。そういった意味で是非検討していただ
きたいと思っております。 
それともう１点、仮踏切の設置、それと費用負担について。これについては、さら

に個別具体の話になって大変恐縮なんですけれども、道道の南一線跨線橋というとこ
ろがありまして、そこが今、新幹線の高架橋の設置に伴いまして、解体、平面化工事
が進められております。当初の計画では、2030年度までには何とか整備できるだろう
と、当然、鉄道を廃止することが決まっていましたので、踏切のことは考えなくても
良かったのですが、これだけ長くなると、迂回路がスキー場のど真ん中を通っている

町道を使っているものですから、子ども達が夏はグラウンド、冬はスキーをやって横
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断するような形、交通量が増えるということで、これでますます厳しくなっているの
で、是非とも仮踏切の設置。そして住民理解。これまで負担が相当かかっています。
もう既にかかっててというわけでありますので、中々かかる分をプラス地元の費用負
担にっていうことは、中々これしんどいなって思っておりますので、是非その辺の地
元負担が発生しないような工夫を是非ともお願いしたいと思っております。 
ちょっと長くなりましたけれども、参考までにということで、１点だけ、倶知安町、

ニセコ町、各町それぞれ、公共交通計画というのを既に立てて今運営しているわけで
ありますけども、やはり新幹線倶知安駅が開業したときに、そこに降り立ったお客さ
んをどうやってニセコのリゾートエリア、さらには倶知安、ニセコ町の市街地に足を
伸ばしていけるのかっていうことは最大のテーマであります。これが中々良い知恵が
出てこないということなので、いよいよ両町が協力し合って、令和８年度新年度予算

に計上するべく、予備調査期間とさせていただいて調査を始めたいと思っております。
そして、令和９年～令和 10年、２年かけてアクションプランを作成したいと考えてい
ます。これは実は、開業が遅れるから是非とも今チャンスだといった部分でプラスに
考えようという形で、両町で取り組もうとしておりますので、この場をお借りして、
参考までのご報告とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、木古内町 鈴木町長様、よろしくお願いいたします。 
 

（木古内町長） 
皆様お疲れ様でございます。木古内町の鈴木でございます。開業 10 周年を迎えて、 

木古内駅を有する町の立場で、新幹線がまさに地域を変える、地域が変わる、そう 
いったことを実感した町として、発言の機会をお許しいただきまして、感謝申し上げ 
たいと思います。また、日頃より北海道新幹線の整備促進をはじめ、地域の公共政策 
の推進にご尽力を賜りまして、心より感謝を申し上げたいと思います。 

  私の発言は、他の首長の皆様と重なる部分があり大変恐縮でございますが、北海道
新幹線、新函館北斗から札幌間の延伸というものは、北海道の将来を左右する極めて
重要なプロジェクトでございます。道民が大きな期待を寄せているところでございま
す。一方で、工期の見直しや建設費の増加によりまして、沿線自治体のまちづくり、地
域経済に大きな影響が及ぼしていると、そのように認識をしております。 

  工事の進捗にあたりましては、今までどおり安全最優先を大前提としつつ、可能な
限りの工期短縮に向けた取組というものを、引き続き、強力に進めていただきたいと

思っているところでございます。 
また、建設費増加に伴います沿線自治体への過度な財政負担が生じないように、国の

責任におきましても、十分な財政措置と、負担軽減策を講じていただくことを強く求め
させていただきたいと思っているところでございます。 

  あわせて、開業時期が不透明な状況というものは、移住定住政策や地方創生の取組、
さらには民間投資、経済や観光など様々な分野において大きな影響を与えていること
から、工事の進捗や将来の展望につきましては、丁寧な情報発信と継続的な支援と、そ
の配慮を引き続きよろしくお願いしたいと思っているところでございます。 

  北海道新幹線は単なる交通インフラではないと私は思っております。北海道の未来
を切り開く希望の大動脈でありますので、その意義を最大限発揮するために、利用促
進に向けたＰＲ等も木古内町として沿線自治体としっかりと連携をし、引き続き積極

的に取り組んでまいりたいと思っている所存でございます。 
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  同時に、新幹線の真価というものは、札幌延伸によりまして、最大限に発揮されるも
のでありますので、道内の高規格道路とか、他の公共交通に関しましても、北海道全体
で機運を維持、向上させていく取組、こちらも極めて大切なことであると受け止めて
おります。 

  結びになりますけども、日本の食料やエネルギー、様々な安全保障を支える北海道
の役割というのものを将来的に揺るぎのないものにするためには、鈴木直道知事を中
心にしながら、沿線自治体がこれまで以上に強力に連携していく、そのことが極めて
大切だと思っております。 

  また、最後に大変恐縮でございますが、老朽化が進む青函トンネルの部分では、今、
第２青函トンネルの話も色んなところで聞き始めておりますが、これも先送りするこ
とが許されている状況ではもうないのではないかと感じております。国土の強靱化に、

物流の安定、そして、次の世代への責任という部分から、この課題につきましても、本
格的に議論を前に進めていくことを強く要望させていただき、私の発言とさせていた
だきます。以上でございます。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、七飯町 杉原町長様、お願いいたします。 
 

（七飯町長） 
  七飯町長の杉原でございます。本日はこのような場を設けていただきまして、あり
がとうございます。また、本日、ご出席されている皆様はもとより、関係各所の皆様に
おかれまして、日頃より、北海道新幹線の整備に関しましてご尽力いただき、感謝申し

上げます。 
昨年 12 月に事業費が最大 1.2 兆円の増加となる恐れがあることが発表されました

が、沿線自治体に新たな財政負担が生じる場合は、財政措置等を十分に検討し、地方負
担が最小限となるよう、適切な措置を講じていただきたいと考えております。 
札幌延伸、開業によって、新幹線の運用車両が増加いたしますが、七飯町に所在いた

します総合車両基地の整備、増強が進むことにより、そこで働く保線員や車両整備員な
ど、雇用の増員に伴う宿舎の確保など、計画的にまちづくりを進めていく必要がありま
す。しかしながら、まだ見通しが立っていないということで、中々そういうのが厳しい
ということでございます。 
また、札幌までの新幹線の運行が始まることで、道南エリアとニセコエリア、そして

道央エリアが線でつながることになり、函館の観光はもとより、ニセコ、そして札幌と、

観光のゴールデンルートができるわけでございます。そういう意味では、渡島半島振興
にもつながりますし、沿線自治体への大きな経済効果等が期待されております。 
札幌延伸の延期によりまして、その恩恵を長期的にまだ享受できる、特に運行、新幹

線を残しているＪＲ北海道の経営にも、影響をだいぶおよぼしていると考えておりま
す。 
そういう中、我々は、渡島総合振興局管内 11市町で連携して、この度、サッカーの

Ｊリーグなんですが、シーズン移行に伴う事前合宿、夏合宿を、７月なんですが、誘致
を連携して進めてまいりました。この度は、函館市、北斗市、七飯町、２市１町で３チ
ームを受け入れることとなりましたが、これについては、関東圏の３チームということ
で交通の機関としては、新幹線も含めた利用促進を図れるものだと考えております。 
また、このようなプロのチームが来ることによって、追っかけのファンだとか含めて

新幹線を活用される方も増えると考えておりまして、札幌開業がまだ手の届かない状
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態の中で、なんとかＪＲ北海道の新幹線の運行に際して、我々としても協力をしていき
たいと考えておりますので、どうかその部分も考慮していただいて一日も早い札幌延
伸の完成・開業を目指していただきたいと思いますし、また、出来るだけ早い時点で開
業年度の発表をしていただければ助かるなと思っておりますので、どうぞよろしくお
願いいたします。 
 
 

（北海道新幹線担当局長） 
続きまして、八雲 萬谷町長様、お願いいたします。 
 

（八雲町長） 

 私からは、事業費の増加の部分と、開業延期に伴うまちづくりへの影響について説 
明をさせていただきます。 
昨年３月に開業時期の大幅な延期の報告を受けまして、近年の建設資材の高騰や人

件費の上昇などが重なり、建設事業費の増加を懸念していたところでございます。ここ
に昨年 12月、事業費が最大 1.2兆円増加の見込みが示されまして、要因については国
や機構から説明はあったものの、現行の認可額 2.3兆円が 1.5倍に増額となった場合、
財政状況の厳しい地元自治体の負担増の可能性もあり、受け入れがたい内容と思って
おります。 
人口減少が進み、開業効果も先送りとなる中で、地元の負担だけが増額するという 

のは、将来のまちづくりへの影響も大変大きく、到底納得できない思いでございます。 
負担割合の見直しや地方交付税措置の拡充などで、新たな地方負担が発生しないよう、

国の責任において適切な対応を強くお願いしたいところでございます。 
次に、開業延期に伴う影響の関係でございますが、八雲の新駅は、市街地から３㎞ 

離れた農業地帯にできるため、水道等のインフラ整備が必要となっております。駅周
辺整備や二次交通をはじめ、まちづくりの様々なスケジュールに影響が生じる恐れが
あります。新駅開業を見据え、ウイスキー蒸留所の誘致やワイナリー事業等の観光開
発を進め、インバウンド等の集客を期待していたところですが、開業遅れにより集客
に大きな影響が生じる。また、檜山を含む道南地域の広域周遊観光にも影響が懸念さ
れているところでございます。これらの影響を最小限とするため、高速道路からのア
クセス向上と観光ルート整備に向けて八雲にスマートインターチェンジの設置と暫定
２車線区間の４車線化するということ、さらには、開業を見据えた安全・安心な移動
経路の整備が必要であり、圏域全体の活性化につながるようお願いいたします。特に、

日本海と太平洋を結ぶ国道 277号線の整備促進が必要と思っているところでございま
す。 
それと、町立の八雲総合病院は、二次医療圏のセンター病院として複数の診療科を 

維持し、地域医療を堅持している状況でございます。現在、札幌方面から毎日のよう
に医師派遣を受けておりますが、先生方や医育大学からは、移動時間が長く、拘束時
間が長いことから医師確保に大変苦慮しているところでございます。新幹線開業によ
り通勤が容易になり、深刻化する医師不足の解消や様々な経費の縮減効果で財政負担
の圧縮を期待していたところですが、開業遅れにより病院経営が非常に厳しい状況に
なることが見込まれております。医師確保等に対する国の支援を是非要望したいと思
っております。以上が八雲町からの要望でございます。よろしくお願いいたします。 
 

（北海道新幹線担当局長） 
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続きまして、長万部町の佐藤副町長様、お願いします。 
 

（長万部町長 代理） 
長万部町副町長の佐藤でございます。木幡町長におかれましては、本日所用のため

欠席となりましたことをお詫び申し上げます。つきましては、町長よりコメントを預
かってきておりますので、述べさせていただきます。 
北海道新幹線札幌延伸に向け、国、北海道、鉄道・運輸機構の皆様におかれまして

はこれまで多大なるご尽力をいただいておりますことに心より感謝申し上げます。 
本町としては国の広域交通政策としての新幹線整備の重要性を十分に理解し、これ

まで協力の姿勢で取り組んでまいりました。しかしながら、今回示された建設費の大
幅な増加は当初の想定を大きく超えるものであります。一般会計が 60〜70 億円規模

の町の財政規模では、とても受け止めきれる水準ではなく、行政運営に深刻な影響が
生じます。その背景には、沿線自治体の負担の考え方と、本町の地形的な特殊性があ
ります。本町の市街地は海岸に沿って鉄道の両側に細長く約４㎞にわたり人口 4,600
人のうち、約 3,600人が中心市街地に暮らしております。制度上では、都市計画用途
区域内のいわゆる市街地の工事費の合計で負担額が決まるため、極端な例を申し上げ
れば、４km四方あるいは直径４㎞の範囲に４万人が暮らす都市であっても、計算上は
本町と同じ負担額となります。人口密度、人口の規模や財政規模を一切考慮しない負
担の計算方法となっており、結果として本町に極めて不公平で不利な負担を強いる構
造となっております。 
このように極端に小規模な自治体に巨額負担が集中することは整備新幹線の歴史で 

も例がなく、制度設計として想定していなかったのではないでしょうか。新幹線を核 

とした将来のまちづくりを進めていくためにも、まずは自治体が持続可能で負担を担 
える環境整備が不可欠です。国におかれましては、自治体負担割合の見直しを含めて 
特例的な交付金の創設、基金の活用、補助制度の拡充など、追加的な財政支援スキー 
ムの検討を強くお願いしたいと考えております。 

 
（北海道新幹線担当局長） 
  続きまして、経済団体等からご出席の皆様よりご発言を頂戴したいと思います。は
じめに、北海道経済連合会の藤井会長様、お願いします。 

 
（北海道経済連合会 会長） 

北海道経済連合会の藤井でございます。いつも鈴木知事がお話しされていますけれ

ども、北海道の強みである食の中には観光がありますけれども、デジタルそしてエネ
ルギー、さらにはＤＸ・ＧＸ・ＡＩという、今、北海道には大きな転機が生まれてき
ております。その中で、国のほうでは、第９期北海道総合開発計画や北海道のほうで
も、北海道総合計画というものが示されております。これらを実施して、しっかり北
海道に大きな稼ぐ力を作っていくためには、北海道新幹線札幌までの延伸というのは
不可欠だと思っております。これをしっかりと進めていくことが大事だと思いますし、
先程来から首長様がお話しされているように、まずは、１つ目として、地元自治体の
財政負担を抑えるよう最大限の配慮をお願いしたいと思います。２つ目は、加納副知
事からお話がありました開業遅れることによる影響ということで、これは、ＪＲ北海
道の経営自立にも大きな影響を及ぼすと思っています。皆様ご承知のとおり、ＪＲ北
海道に対する支援は 2021 年３月に成立した法律に基づいて行われていますが、その

支援の期限は、2030年度末となっています。引き続き、2031年度以降についてもＪＲ
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北海道への経営自立に向けた国による支援をよろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、なんと言っても北海道新幹線開業を一日でも早く開業するということ、 

これは道民の悲願でもありますし、北海道全体の願いでもあるという風に思ってお 

ります。そういう中にあっては、まずは開業時期をしっかり示していただきたいと 

いうことと、冒頭、藤田理事長様からもお話がありましたとおり、難工事に対して 

も安全を大前提として、工期短縮に向けた有効な対策の検討を行いまして、一日も 

早い完成と開業、これをお願いしたいという風に思います。以上でございます。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、北海道建設業協会の岩田会長様お願いいたします。 
 

（北海道建設業協会 会長） 

 建設業協会の岩田でございます。発言の機会をいただきましてありがとうございま

す。最大１兆 2,000億円の事業費の増額ということが公表されましたけれども、遅れ

の主な原因については、資材価格あるいは人件費の高騰、あるいは工期の短縮のため

の様々な施策の試行ということが大きな原因となっております。これは、昨今の状況

を鑑みれば、一定の必要性は理解をするところでございます。 

今後、有識者会議におきまして、試算内容の精査、それから開業時期に影響を与 

えない範囲での事業費の縮減策が議論されるものと承知をいたしておりますが、私ど 

も、経済団体の一つといたしましても、地元自治体の負担の最大限の軽減、そして国 

土の背骨であります整備新幹線としての適切な負担割合の調整、これが図られること 

をご期待を申し上げたいと思います。 

いずれにいたしましても、私ども北海道の建設業界といたしましては、引き続き、 

工事の安全を確保しながら、早期開業に向け、最大限に力を尽くしてまいりたいと考 

えておりますし、また、沿線自治体のまちづくりについても最大限、貢献をできるよ 

うに努力をしてまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

（北海道新幹線担当局長） 
続きまして、北海道商工会議所連合会 廣田専務理事様、お願いいたします。 

 
（北海道商工会議所連合会 会頭 代理） 

北海道商工会議所連合会の専務理事をやっております廣田でございます。平素より 

大変お世話になっております。本日は所用によりまして安田会頭の出席が叶いません 
でしたので、代理ということで出席させていただいておりますので、よろしくお願い 
申し上げます。 
ただいま各地の沿線自治体の皆さんからもご発言がございましたけれども、開業に 

向けて、各沿線地域におきましては、駅前の再開発や交通結節点の整備、また観光交 
流拠点の形成など、将来の開業を見据えたまちづくりへの投資を着実に進めてござい 
ます。 
開業が８年以上遅れるということは、企業立地や設備投資の延期・見直し、また、 

観光需要の取り込み機会の喪失、さらには雇用創出の遅れなど、地域経済への影響は 
計り知れず、長期にわたります逸失利益は甚大であります。 
加えまして、事業費の増加に伴いまして、地元負担が増大することは、道庁、また 

沿線自治体の財政力を踏まえますと、看過できない問題であると存じます。過度な負 
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担が生じることのなきよう、各自治体の声に丁寧に耳を傾けていただきますとともに、 
国によります責任ある財源措置の確保、地方負担の軽減策、影響を緩和するための経 
済対策など、十分な支援と実効性のある対策を強くお願い申し上げたく存じます。道 
商連からは以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

 
 

（北海道新幹線担当局長） 
続きまして、北海道観光機構 生川副本部長様お願いいたします。 

 
（北海道観光機構 会長 代理） 

北海道観光機構の生川と申します。本日は会長の唐神が所用により欠席となりまし 

たこと、申し訳ございません。私の方から代読をさせていただきます。 
先ほど来、重複していますが、札幌延伸の開業時期が 2038年頃に延期したことは非 

常に残念でございますが、まずは工事の安全に万全を期して、一日も早い開業に向け、 
取り組んでいただければと思います。 
現状、北海道への来道手段として、航空機、新幹線、フェリーがございます。航空 

機が主力ということで、約 87％、新幹線が現状７％、フェリーが６％という状況でご 
ざいます。新幹線の札幌延伸後につきましては、大量輸送が可能であるということで、 
航空路線がない地域からの旅客増、それから現在観光客が集中している道央圏からの 
他地域への分散が見込まれまして、道内広域周遊と観光消費額の拡大に繋がるという 
ことが期待されており、一刻も早い延伸を願うばかりでございます。 

なお、札幌延伸を見据えつつ、沿線地域と連携をいたしまして、駅・空港・港など

それぞれの拠点から目的地までの二次交通の利便性向上を図る取組みを喫緊に進めて
いく必要があると思います。 
これにいたっては、現在、人口減少が著しい北海道において、路線バスが特に廃止 

になっておりまして、今、国の方でも旗振り、観光庁中心に、地方分散、インバウン 
ドの地方分散、2030年 6,000万人目標ということになっておりますが、そのうちの北 
海道が 500万人を受け入れるポテンシャルをもっていると認識しております。 
新幹線開業、札幌延伸の際ですね、人口減少によって、二次交通も確保出来ないと 

いうことは絶対に避けるべきだと認識をしておりますので、何卒よろしくお願いいた 
します。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、運行主体でありますＪＲ北海道株式会社 綿貫代表取締役社長様より
お願いします。 

 
（北海道旅客鉄道株式会社 代表取締役社長） 

ＪＲ北海道の綿貫でございます。本日出席の皆様方、鈴木知事はじめ沿線自治体の
皆さんには、北海道新幹線並びに在来線の鉄道の利用促進に対しまして、色々な面で、
ご理解、ご協力いただいていることを改めて感謝申し上げます。弊社からも営業主体
の立場で発言させていただきたいと思います。 
まず、事業費の増額については、説明にあったとおり、昨今の物価高、また予期せ 

ぬ自然条件の対応等を踏まえますと一定程度はやむを得ない部分はあると思いますが、
今後の事業費の精査に、引き続き弊社もしっかり協力させていただきたいと思ってお

ります。 
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また、まだはっきりは具体的な札幌開業時期はこれからでありますが、札幌開業 の
遅れについての影響は、藤井道経連会長からもお話がありましたとおり、弊社の経営
に大きな影響が及ぶと認識しておりますので、現在の法律に基づく国の支援が 2030年
度までとなっていることから、私どもの徹底した努力を前提に、必要な法改正並びに
支援の継続を何卒お願いしたいと思っております。 
一日も早い北海道新幹線の全線開業に向けて弊社としても関係者と一丸となって 
取り組んでまいります。 
 

最後にすみません。倶知安町長からの弊社に対するご要望がありますので、個別に 
はしっかり回答させていただきます。私どもも、倶知安から小樽方面、そして長万部・
倶知安間もインバウンド含めて、冬季混雑している認識をもっておりますので、一部

３両編成をしっかり走らすとか、今回のダイヤ改正、長万部・倶知安間の１両のとこ
ろを２両にするとか、なんとか限られた車両をやりくりしながら、今度のダイヤ改正
をやってまいります。今回についてはまた別途回答させていただきます。以上です。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、北海道議会からご発言を頂戴したいと思います。北海道議会 伊藤議
長様、よろしくお願い申し上げます。 

 
（北海道議会 議長） 
  ただいま、様々なご意見がございました。重複を避けまして発言をさせていただき
たいと思います。 

  道議会ではこれまで、昨年３月に開業の遅れが公表されたことを踏まえ、早期の開
業時期の明示のほか、影響の把握と対策を講じるなどについて、国などに意見書を提
出するとともに、道や沿線自治体、そして経済界の皆様とオール北海道で要望などを
行ってまいりました。 

  鉄道局及び鉄道・運輸機構に置かれましては、北海道新幹線は道民の悲願であると
いうことを念頭に、北海道新幹線の一日も早い完成・開業に向けて、引き続き全力で
取り組んでいただくことをお願い申し上げたいと思います。 

 
（北海道新幹線担当局長） 
  本日ご出席の皆様からご発言を頂戴しました。ありがとうございました。皆様から
のご発言を総括しまして、知事よりご発言をお願いします。 

 
（知事） 
  皆さんご発言ありがとうございました。 
  皆様のご意見、ご要望等を総括すると大きく２点に集約できるのかなと思います。 
沿線の首長の皆様からの発言。昨年末に明らかになった事業費の増嵩についてです。
この度の事業費が増えるということについては、財政力の乏しい自治体の財政運営に
大きな影響を及ぼすことが懸念されるということと、地方負担が著しく増大すること
になれば、ただでさえ開業が遅れるという見込みが示されている中で、新幹線の開業
後を見据えたまちづくりや観光振興、地域が期待する前向きな施策の検討・推進も危
うくなるということなど、その影響は計り知れないということを皆様幾度もおっしゃ
っていると思います。私もその落胆、失望がさらに大きくなるということを憂慮して

います。 
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また、札幌までの開業に向けて、今年３月については、北海道新幹線の開業 10周年
ということで、そういった節目を迎える中で、道民の皆様の機運が大きく低下してい
る、この懸念を肌で感じていることを踏まえて、私が会長を務める「北海道新幹線建
設促進期成会」においては、新たなスローガンを掲げて機運の回復を図って、一日も
早い完成・開業を求めていくこととしています。 
こうした中にあって、新幹線の開業による効果の発現が遠のくということが現実的

にあるというところです。 
また、開業の見通しが明らかにされないという状況の中で事業費が増える。このこ

とだけが先んじて明らかにされていることは大変残念であります。本日は、改めて各
首長の皆様から多くの発言がありました。まさに身に積まされるそういった発言があ
ったと思います。 

私としては、こうした懸念を払拭する。そのために、昨年来、沿線や経済界などの
皆様方のご協力をいただいて、開業遅れに伴う影響の把握を行って、事務レベルでは
国と共有を図らせていただいたところでありますが、改めて、この影響の緩和、最小
化に向けた包括的支援。最近、国だと政策パッケージということでパッケージ化して
いますけれども、その政策パッケージの作成が重要だと考えます。 
そのためには、国においても、今日の意見交換で影響の一つ一つを具に捉えていた

だいて、我々と連携を図りながら、これら影響の緩和に向けて双方で具体的な協議を
加速するということ。そして目に見えた対応を図っていただく、このことは改めてお
願い申し上げたいと思います。 
北海道においては、ＧＸやＡＩ－ＤＸといった新たな基幹産業の集積が進んでいま

す。これはまさに政府の方針として進めていただいているところが大なわけですけれ

ども、政府が掲げる経済安全保障、エネルギー安全保障、食料安全保障などの分野に
おいて、これまで以上に北海道が重要な役割を果てしていくことが期待されています。 

   今後、我が国の成長戦略においても、北海道新幹線が果たす役割は非常に大きいと
思います。 
北海道と本州を結ぶ輸送の主軸となる北海道新幹線の整備促進は、極めて重要であ

ります。このことはしっかりこれからも我々訴えていきたいと思いますし、こうした
認識は、国や現場の最前線で、一生懸命ですね、懸命に取り組んでいただいている皆
さんも同様の認識と思います。五十嵐局長、そして藤田理事長におかれましても、北
海道新幹線の整備を着実に進めていくためにも、建設事業費の速やかな精査、縮減、
そして国において検討されております貸付料の更なる確保等によって、建設財源を十
分に確保していただくことなど、地方負担の可能な限りの軽減、これを重ねてお願い

をいたします。 
そして新幹線の開業の遅れによって、観光、交通といった幅広い分野で、短期的に

も中長期的にも様々な影響が懸念されています。本日も様々な発言がありました。そ
の緩和に向けて政府をあげた強力な支援、これをお願い申し上げます。 
それと確認といいますか、我々の最大の関心事は、開業時期の見通しです。その点

については、本日、五十嵐鉄道局長からは、完成・開業は概ね 2038年度末頃の見通し
であることに変更がないという趣旨のご発言がございました。また、完成・開業の具
体的な時期につきましては、藤田理事長の方から、昨年４月の推進会議において、３
～５年後に具体的にお示しできると説明した状況に変わりがないという趣旨のご発言
がありました。 

    こういったことを都度都度確認していくことが大事だなと思います。工事で様々な

困難性はあるけれども、今の時点でのそういう発言の変更がないということだったん
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だと受け止めております。違うならばぜひ言ってください。 
ぜひ藤田理事長におかれては、安全の確保に最大限、取り組まれていることに、こ

のことに心から敬意を表したいと思いますし、トンネル工事の貫通に鋭意取り組まれ
て、開業時期をできる限り早くお示しいただくこと、そして一日も早い完成・開業を
実施していただくよう最後に改めて強く要請をさせていただいて、本日のまとめとさ
せていただければと思います。よろしくお願い申し上げます。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

    ただいまの知事のまとめに対しまして、国土交通省及び鉄道・運輸機構よりご発言 
を頂戴したいと思います。初めに、国土交通省 五十嵐鉄道局長様よろしくお願いしま
す。 

 
（国土交通省 鉄道局長） 

長時間にわたりまして、忌憚のないご意見を伺わせていただきまして、ありがとう
ございました。前回の会議の場でも、一種の不規則発言の後で事務方が怒られました
が、率直にご意見を伺いましたので、今日所用でお見えにならない長万部町長のお話
など、思い出すとその肝が冷えるというような発言を私も差し上げたと思いますけれ
ども、改めて、託されている事業の重大性でありますとか、皆様感じておられる危機
感ということを、肝にさらに銘じたというところです。知事からも取りまとめでござ
いましたけれども、大きく言うと、事業費及び工費の話と、それから影響、工期遅れ
の影響と２点、重く受け止めたいと思っておりますが、まず、事業費に関して、今日
この時点での受け止めという形でお聞きいただければと思っております。 

ご案内だと思いますけれども、整備新幹線の事業費に関しまして、地方負担の増加
についてのご懸念が、可能な限りの地方負担の軽減につきまして、ご要請を頂戴いた
しました。整備新幹線の整備財源につきましては、法令上貸付料などを除いた額を国
と地方で２対１の割合で負担することとされているところです。このため、先ほど来
ご説明申し上げておりますけれど、まずは法令で整備財源とされております貸付料を
しっかりと確保していくことが非常に重要、肝だと考えてございますので、継続的な
貸付料の適正な収受に向けて、交通政策審議会の下に、委員会を設置いたしまして、
今後の整備新幹線の貸付のあり方に関する小委員会での議論を開始しているところで
す。ここでのご議論なども踏まえまして、事業費を踏まえつつ、並行してやっており
ます有識者会議を活用し、事業費を精査した上で、今回の費用増に伴って必要となる
財源をどのような形で確保するか、引き続き検討してまいりたいと思っております。 

それから、大きな２点目の開業の遅れに伴う影響についてです。前回の開業遅れの
公表、公表と言いますか、有識者会議の報告の公表と合わせてお開きいただきました
前回の推進会議でも申し上げた通り、鉄道局が政府の窓口として機能させていただく
ということには変わりはございません。その意味でも、今回改めて、それぞれの皆様
がお聞かせいただいたことと、それから、知事のイニシアチブで、専門のセクション
まで作っていただいて、取りまとめいただいたこの影響調査、これもしっかりと受け
止めて、取り扱いについてお話をしてまいりたいと思っております。 
先ほど、冒頭の私の発言の時に申し上げましたけれども、実は、昨年の秋に、現場

での苦労を自分も体感せんといかんと思いまして、いくつかの工事現場をお訪ねさせ
ていただきました。その際、今日お集まりの全ての基礎的自治体の皆様にお会いした
わけではございませんが、いくつかの首長さんともお話をする機会をありがたくも設

けていただきまして、今日お聞かせいただいた話も、それをベースに聞いております
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ので、大変申し訳ありませんが、理解度が個人的にはすごい深く、冒頭、前回は肝が
冷えるという話を申し上げ、逆にこう肝が焼ける、すごい切実感、熱さも非常に今回
感じたところです。せっかくと申しますと、知事のイニシアチブでまとめていただい
た調査もございますけれども、引き続き、鉄道局といたしましても、あるいは機構と
いたしましても、それぞれの、ステークホルダーとのダイレクトのトークということ
も、別にチャンネルをしっかりと開いて、基本的にはまず機構の方からは、工事の進
捗状況でありますとか、工事に伴って、ご地元と調整が必要なことの情報共有という
ことは主になろうかと思いますけれども、お困りごとも含めて、しっかりチャンネル
を開いて承ってまいりたいと思います。皆様方、ご要望で、東京で遠路はるばる来て
いただいている、苦労といっては恐縮ですけれども、それも自分が現地を訪れること
で、こういう時間と体力を使っておられるということを体感いたしますと、かたじけ

ないなと思いながら、東京でもお聞きさせていただいておりますので、この関係を引
き続き継続的にさせていただければありがたいなと思っている次第です。道の方で取
りまとめていただいた調査結果の方は、大変よくまとまっているとありがたく思って
おりまして、その調査結果の中で早期に対応を要する事項と、中長期な見極めが必要
な事項とに分けて整理いただいてございます。まずは、早期に対応を要する事項につ
いて速やかに対応すべきであるというようなご要請と理解をしてございます。これに
つきましては、観光や交通分野の影響が挙げられているところですが、国土交通省一
体となりまして、観光庁を含めまして、様々な支援措置がありますので、事務レベル
において、しっかりとフォローアップし、どのような対応が可能か議論を深めてまい
りたいと思っております。それから、中長期的な見直し、見極めが必要な事項につき
ましては、時間軸が少し先のものという理解もしておりますので、そうは言いながら

も、こちらにつきましても、北海道庁さんと連携をさせていただきながら、引き続き、
先ほど申し上げたような様々なチャンネルを通じて地域の声をお伺いするとともに、
必要に応じて私どもの方から関係部局にも相談をするという形を取りながら、適切な
タイミングで議論を深めてまいりたいと考えているところです。 
繰り返しになりますけれども、北海道新幹線に関する皆様のご期待やご懸念をしっ

かりと受け止めながら、皆様のご理解とご協力を得まして、一日も早い開業を目指し
たいと考えてございます。繰り返しになりますけども、一日も早い開業を実現するた
めにも、皆様の様々なご理解とご協力が不可欠です。前回もお願いし、心苦しく思っ
ておりますけれども、是非ともご協力、ご理解をいただけますよう、この場をお借り
してお願いする次第です。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

 
（北海道新幹線担当局長） 

続きまして、鉄道・運輸機構 藤田理事長よろしくお願いいたします。 
 

（鉄道・運輸機構 理事長）  
今日は様々なご指摘ありがとうございました。月並みですけれども、私たち整備主体 

といたしましては、可能な限りのコスト縮減を図りながら、一日も早い完成・開業を目 
指す、その過程でなるべく早く具体的な開業の時期をお知らせすると、これに尽きると 
思います。 
安全が大前提でありますけれども、今、申し上げたことに全力で取り組みたいと改め 

て感じたところでございます。その過程で、沿線自治体の皆様には、これまでも工事月 

報とか、様々、状況をご報告してきたところでございますが、引き続きご理解頂くため 
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に情報共有にも力を入れていきたいと思いますし、何かご不明点あれば私どもの方にど 
んどんおっしゃって頂ければと思います。まだこれから、発生土の受け入れも 100％決 
まっているわけではございません。まだ確保の必要がございます。それから事業の進捗 
に伴いまして、例えば、周辺の環境に良い地域社会との調整など多々あるかと思います。 
そういった状況の中で、自治体の皆様には様々なご協力をいただきたいと思っておりま 
す。そうしたご協力もお願いしたいと思っております。 
知事からお話ございました、開業時期についての考え方でございますけれども、改め 

て念のため申し上げますと、昨年３月の有識者会議の報告書のなかで、クリティカルと 
された３トンネルについて、貫通の目処が立った段階で、改めてその後の設備工事・電 
気工事等の工程を含めた、全体工程の精査をして具体的な完成・開業時期を示すべきで 
あろうとこういう考え方が示されております。 

今、私どもが何をやっているかと言いますと、先ほど説明の中で申し上げましたけれ 
ども、３トンネルを含めて、土木工事の進捗に最大限の努力をしているところでござい 
ます。３トンネルは先ほど申し上げたとおり、貫通の目処が立つ、地質の全容を把握で 
きる段階に至っておりません。まずは、掘削を進めながら、必要に応じ、長尺ボーリン 
グなども使って地質の状況を把握し、それに寄りまして、なるべく貫通の目処を立てる、 
それを早くするというところが求められていると思っております。いつできるのかと言 
えば、あえて言えばと申し上げましたけれども、３～５年後にはそこに持っていきたい、 
持っていけるんじゃないかと私の方から申し上げたところでございます。それは今でも 
変わっておりませんので、そのお約束を果たすべく、一生懸命作業をやっているとご理 
解いただければと思います。この完成・開業時期がはっきりしないということで、非常 
に地域に影響が大きい、これは私どもも色んな方から伺って、痛切に感じているところ 

でございますけれども、技術的に根拠のあることをお話ししたいという思いであります 
ので、ご理解いただければと思います。 
今日、また、ある意味で厳しい思いを頂戴しましたけれども、それはご期待の裏返し 

であると理解をしております。組織を挙げて北海道新幹線のプロジェクトに取り組んで 
まいりたいと思いますので、引き続きのご理解、ご協力をお願いしたいと思います。 

 
（８）閉会 
（北海道新幹線担当局長） 

ありがとうございました。以上をもちまして本日の会議を終了いたします。 
本日はありがとうございました。 
 

以 上 
 

 


